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善光寺地震の地割れ(池田町広澤)

世
の
中
で
恐
ろ
し
い
も
の
の
代
表
と
し
て
､
地
震
･

雷
･
火
事
･
親
父
が
あ
げ
ら
れ
る
｡
最
近
親
父
の
地

位
は
大
分
低
下
し
た
が
'
そ
の
他
の
怖
さ
は
変
わ
ら

な
い
｡
特
に
地
震
は
前
ぶ
れ
も
な
-
広
範
囲
に
被
害

を
も
た
ら
す
上
に
火
事
な
ど
も
併
発
さ
せ
る
こ
と
も

あ
る
故
か
怖
さ
の
筆
頭
と
な
っ
て
い
る
｡

長
野
県
下
に
震
源
を
も
つ
最
大
級
の
地
震
に
善
光

寺
地
震
が
あ
る
｡
弘
化
四
年
(
一
八
四
七
年
)
五
月

八
日
午
後
十
時
､
長
野
市
付
近
で
こ
の
地
震
は
発
生

し
た
｡
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
･
四
　
(
長
野

県
西
部
地
震
-
六
･
八
)
｡
折
か
ら
の
善
光
寺
の
御

開
帳
と
重
な
っ
て
､
大
き
な
被
害
が
で
た
｡
伴
っ
て

発
生
し
た
山
崩
れ
や
洪
水
･
火
災
の
た
め
死
者
一
万

二
千
人
､
倒
壊
焼
失
家
屋
三
万
七
千
余
と
い
う
｡

ま
た
更
級
郡
の
岩
倉
山
の
大
崩
落
は
水
篠
橋
上
流

で
犀
川
を
せ
き
止
め
､
二
十
日
間
に
わ
た
り
､
木
崎

湖
の
七
倍
に
も
及
ぶ
湖
を
つ
く
り
'
新
町
を
は
じ
め

二
十
一
ケ
村
を
埋
没
､
そ
の
湖
は
生
坂
村
ま
で
に
及

ん
だ
｡北

安
曇
地
方
で
も
多
-
の
災
害
が
発
生
し
た
｡
大

町
の
霊
松
寺
が
倒
壊
焼
失
し
た
の
を
は
じ
め
'
各
地

で
山
崩
れ
や
家
屋
の
倒
壊
が
あ
り
､
こ
の
地
方
で
は

死
者
四
十
一
名
､
負
傷
者
四
百
八
十
人
と
記
録
さ
れ

て
い
る
｡

地
震
に
は
断
層
が
伴
う
｡
長
野
市
で
は
現
在
の
信

州
大
学
教
育
学
部
か
ら
県
庁
に
か
け
て
､
北
西
側
が

二
･
四
m
も
隆
起
す
る
断
層
が
生
じ
た
｡
大
町
市
で

も
平
の
野
口
に
､
い
わ
ゆ
る
野
口
断
層
が
で
き
た
｡

長
さ
一
･
四
山
､
北
十
度
西
方
向
で
'
東
側
が
二
･

七
m
も
沈
降
し
た
｡
そ
の
地
形
は
現
在
で
も
認
め
ら

れ
る
｡こ

の
他
に
池
田
町
広
澤
平
畑
で
見
ら
れ
る
地
割
れ

が
あ
る
｡
県
道
二
七
四
号
線
(
池
田
-
宇
留
賀
線
)

の
終
点
北
西
の
山
稜
で
二
ヶ
所
見
ら
れ
る
｡
一
つ
は

山
稜
に
平
行
で
長
軸
方
向
北
三
十
度
西
､
長
さ
四
十

八
m
'
幅
五
m
'
深
さ
一
･
二
m
の
船
底
型
で
､
地

表
は
約
四
十
m
の
黒
色
土
で
覆
わ
れ
て
い
る
｡
も
う

一
つ
は
そ
の
北
方
に
あ
り
､
-
の
字
型
に
折
れ
た
形

で
約
百
九
十
m
続
-
｡
長
軸
の
方
向
は
北
十
七
度
～

二
十
七
度
西
で
あ
る
｡
両
者
と
も
地
割
れ
は
　
第
三

紀
中
新
世
の
青
木
層
中
に
生
じ
て
い
る
｡
こ
の
他
に

も
数
多
-
の
地
割
れ
が
発
生
し
た
が
'
今
は
埋
没
さ

れ
は
っ
き
り
残
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
｡

忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
自
然
災
害
に
つ
い
て
'

常
に
対
策
を
怠
ら
を
い
よ
う
､
心
用
意
し
た
い
｡

(
大
町
市
立
仁
科
台
中
学
教
諭
)
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表1気象庁震度階と河角の震度階との関係

北
安
曇
郡
に
お
け
る

長
野
県
北
部
の
地

4

　

9

　

4

　

9

　

4

　

9

　

4

　

9

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
三
十
日
､
正
月
の
仕
度
に

追
わ
れ
て
い
る
北
安
曇
郡
を
揺
る
が
せ
た
地
震
が
発

生
し
た
｡

こ
の
地
震
の
記
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

日
時
-
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
三
十
日
九
時
三
十

八
分
三
一
･
三
秒

震
央
-
北
緯
3
6
｡
3
6
､
2
4
"
東
経
]
3
7
.
5
5
'
4
5
"

北
安
基
部
美
麻
村
と
上
水
内
部
小
川
村
の

境
界
の
土
尻
川
ぞ
い
付
近

深
さ
-
九
k
 
m
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
∴

(
東
京
大
学
･
信
越
地
震
観
測
所
､
-
器
の
)

お
れ
､

私
達
は
長
野
県
西
部
地

震
(
昭
和
五
十
九
年
九
月
)

の
都
下
に
お
け
る
震
度
を

調
査
し
た
経
験
を
生
か
し
､

北
方
に
震
源
を
も
つ
い
わ

ゆ
る
美
麻
地
震
の
震
度
が
､

南
方
に
震
源
が
あ
っ
た
長

野
県
西
部
地
震
の
震
度
と

ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
調
査

を
行
っ
た
｡

こ
の
調
査
は
前
回
と
同

様
､
北
安
曇
教
育
会
の
自

然
観
察
資
料
集
作
成
委
員

会
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

を
お
同
様
の
調
査
が
松
本

市
･
塩
尻
･
東
筑
摩
･
南

安
曇
の
各
委
員
会
で
も
行

八
六
年
長
野
県
北
部
の
地
震
の
震
度
分
布
-
一
九
八

六
年
二
月
I
L
と
し
て
北
安
曇
､
高
安
嚢
､
松
本
市
､

東
筑
摩
塩
尻
教
育
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
｡
調
査
に
協

力
い
た
た
い
た
生
徒
へ
　
P
T
A
の
方
々
､
先
生
方
に

深
く
感
謝
し
た
い
｡

一
､
調
査
の
期
日
及
び
方
法

昭
和
六
十
二
年
一
月
よ
り
三
周
に
か
け
て
､
イ
ラ

ス
ト
で
示
さ
れ
た
震
度
階
表
と
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

配
布
し
､
生
徒
､
父
母
を
対
象
に
調
査
し
た
｡
そ
の

結
果
を
各
市
町
村
ご
と
整
理
番
号
を
つ
け
地
図
に
整

理
し
た
｡
な
お
調
査
に
用
い
た
震
度
階
は
気
象
庁
の

も
の
よ
り
細
分
期
さ
れ
た
｢
河
角
の
震
度
階
｣
　
(
地

享
団
体
研
究
会
編
I
L
9
8
2
-
)
を
用
い
た
.
両
者
の

関
係
は
表
-
の
通
り
で
あ
る
｡

二
､
調
査
の
ま
と
め

調
査
資
料
は
記
入
が
明
ら
か
に
ま
ち
が
っ
て
い
る

も
の
､
場
所
が
は
っ
き
り
し
を
い
も
の
を
除
き
次
の

よ
う
に
整
理
し
た
｡

用
市
町
村
別
に
震
度
や
揺
れ
方
な
ど
の
一
覧
表
を

作
成
し
た
｡
　
表
2

㈲
震
度
分
布
図
を
作
成
し
た
｡
　
図
1

一
高
に
含
ま
れ
る
震
度
の
平
均
を
求
め
等
震
度

曲
線
を
も
と
め
た
｡

㈲
揺
れ
方
､
地
在
り
､
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
分
布
図

を
作
成
し
た
｡
　
図
3

三
､
調
査
結
果
の
考
察

北
安
曇
郡
､
大
町
市
の
震
度
分
布
を
調
べ
る
と
､

お
よ
そ
次
の
こ
と
が
い
え
る
｡

出
北
安
曇
､
大
町
市
の
震
度
分
布
の
傾
向

n
震
源
か
ら
遠
く
を
る
に
従
っ
て
'
一
般
的
に
震
度

は
減
少
す
る
｡
震
源
地
の
西
方
､
佐
野
坂
付
近
を
対

称
軸
と
し
て
､
平
均
震
度
五
･
〇
～
五
･
四
の
範
囲

が
南
北
に
広
が
っ
て
い
る
｡
そ
の
外
側
に
北
は
白
蔦

村
四
ッ
谷
､
南
は
旧
大
町
市
付
近
を
擬
と
し
て
､
震

度
四
･
五
～
四
･
九
の
地
域
が
あ
り
､
そ
の
更
に
外

側
に
震
度
四
･
〇
～
四
･
四
の
地
域
が
分
布
す
る
｡

a
S
断
層
に
そ
っ
て
強
震
度
地
域
が
分
布
す
る
｡
大
町

北
安
曇
周
辺
に
は
断
層
が
多
い
｡
代
表
的
を
も
の
と

し
て
糸
魚
川
-
静
岡
構
造
線
､
中
山
断
層
､
小
谷
断

層
､
松
本
盆
地
東
線
お
よ
び
松
本
盆
地
西
線
が
あ
る
｡

す
で
に
長
野
県
西
部
地
震
の
時
に
､
震
度
分
布
と
断

層
が
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
在
っ
た
(
山
と
博
物
館
-
一
九
八
五
年
十
月
)
｡

今
回
も
こ
れ
等
の
断
層
に
そ
っ
て
強
震
度
域
が
現

れ
れ
た
｡
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

①
糸
魚
川
-
静
岡
構
造
線
上
に
推
定
さ
れ
る
も
の
と

し
て
､
松
川
村
緑
町
､
大
町
市
高
瀬
橋
･
中
細
､
白

蔦
村
神
城
な
ど
に
震
度
五
が
点
在
す
る
｡

②
中
山
断
層
と
そ
の
延
長
小
谷
断
層
に
関
す
る
も
の

と
し
て
美
麻
村
大
塩
･
青
臭
､
日
馬
村
大
左
右
'
八

坂
村
三
原
付
近
に
震
度
丘
や
震
度
六
が
点
在
す
る
｡

③
松
本
盆
地
西
線
に
沿
う
も
の
と
し
て
大
町
市
仏
崎
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長野県西部地盤( 1984.9. 14 )

重要
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山　と　博　物　館

長野県北都の地霊( 1986工2･30)

､I l

l中山観椅

図2　八坂村切久保･相川地区の震度分布
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アンケート数 劔�ｹ7��劔剽hれ方 劔劍+ﾒ�,B�v��.｢�u｢��7R�5��地なり 

総 敬 冖2�ﾏ��有 効 冖2�(��1 ● 2 �2�4 迭�6 途�東 西 �>ﾂ�fｲ���2�屬�香 明 凾ｻ の 佗 刳ﾖ しヽ た �8ﾂ�_ｲ�西 方 �>ﾂ�_ｲ�北 方 俘��k��

小谷村 �30 ���30 ���0 ���23 倆B����7 澱���� ��b�oI 澱�0 ���0 ���0 ���

白馬村 �128 白�127 ���0 倆B�都��14 �"�2°il7 - 剴ID���5 都2�32 ����4 �ｧﾒ��ﾈ����1 唐�

美麻村 �79 ���79 ���0 ��?｣��ﾒ�鼎�����12 ���20 ����15 ���3��凵�) ■一 鼎��3 迭�3 ���4 舒r�

八坂村 �61 ���61 ���0 �2�車 ����1 ���16 �10 湯�����7 �#��7 白�1 ���2 �"�

大 町 市 冉ｹ72�81 ���81 ���1 湯�39 �3��2 ���15 �14 ��r��#��6 �3r�5 ���I ���5 ���

南部 鉄��0 鉄��0 ���1 緬9ﾒ�14 ���0 ��"���2�12 �14 ���節 唐�1 �"�4 ���1 

池田町 �42 ���42 ���1 �2�22 ��R�1 ���20 �5 �"���R�0 �#r�4 ���I ���0 �"�

緩川村 �75 ���75 ���0 ����56 唐�1 ���18 �16 迭��3B�2 �3b�6 ���0 ���01 

表2　市町村別の揺れ万一らん表

③ 1988.ll.25

i �7�$ｦﾆﾆﾂ�

ヰ ��I 小筆 曝�ﾂ�
〟 ��

f ��

● ��

I I 冽��<凡例> 

i;雨北方向 

の摺れ 
-;某透方向 

g菓88 ��の揺れ 

鶴川 啌v辻簫粐ﾒ� 緬mｨ�8岔_ｸﾏﾂ�,ﾉv�.｢�

子､`●一'.高. i.ll....,さ ●● ���義;地鳴りを 関いた -;地鳴りの 

用` 書 ����ﾊC�苒��ﾂt���ﾂ� 兌x+�*h+ﾒ�_ｸﾏﾂ�

I;たて摺れ 
'l..I I .⊥韮 I ��シ●フク を感じた 

､llI ��-.ー;盆地と山 

lJ-I-I.iI ��地の境界 

･i'..i...__:,}S'&, �� 

～.+..'''+. �� 

L_⊥｣職.

ヽ ヽ 大富′▲ノ 白ﾂ謫､通C�罎罎謦ﾊ"粭辻ﾕ�｢ﾒﾖ末池�cｨ��ｲ罎ﾂ粫呈鐙v�莓ﾆﾂﾂ粐粐ﾅ�ﾂ��

ヽ ----◆ヽ 

"､I畑-I､!一一一. 

､､､こ.I.言上八重 

:二幸∴章二 ､ー一一一一品 

有能: 
I-一､..I,-:,,I--:ii 

汗｣一言 ぐ~~-重言 

〇一●＼ 

(I`ヽ 
`＼川､`､､ I 

､ヽ● I l 

I I I 

図3　北安曇郡･大町市における揺れ方(松本盆地北部)
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を
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平
日
･
(
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●
●
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ヾ

一

需
韓
-●

′
,
l
､
　
　
∠

▲

車
重
静
止

.
〇
時
(

) 'tao

･
大
原
へ
白
馬
村
佐
野
･
沢
渡
･
飯
森
付
近
に
震
度

止
や
震
度
六
が
点
在
す
る
｡

訓
断
層
に
関
係
を
く
強
震
度
域
が
点
在
す
る
所
が
あ

る
｡

①
自
鳴
村
神
城
地
域
に
震
度
六
が
目
立
つ
二
三

は
長
野
県
西
部
地
震
の
時
も
震
度
が
高
か
っ
た
｡
そ

の
理
由
と
し
て
'
さ
き
の
断
層
に
沿
う
も
の
に
加
え

園
ケ
庇
盆
地
内
の
第
四
紀
堆
積
物
が
影
響
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
｡

②
北
西
-
南
東
方
向
に
強
震
度
域
が
配
列
す
る
｡

日
馬
村
飯
森
･
堀
ノ
内
二
百
市
場
･
美
麻
村
袖
･

日
向
に
か
け
て
の
強
震
度
域
が
見
ら
れ
'
部
分
的
に

震
度
七
を
示
す
所
も
あ
る
｡

ま
た
大
町
市
清
水
､
松
川
村
中
西
山
､
池
田
町
豊

町
∴
丁
目
に
か
け
て
北
西
-
南
東
方
向
に
強
震
度

域
が
配
列
す
る
｡
こ
の
地
域
で
は
長
野
県
西
部
地
震

の
時
に
も
大
町
市
清
水
か
ら
下
木
戸
､
松
川
村
大
門

か
ら
池
田
町
林
中
に
か
け
て
北
西
1
-
南
東
の
強
震
域

が
見
ら
れ
た
｡
こ
の
事
は
高
瀬
川
に
よ
っ
て
埋
接
さ

れ
た
基
盤
の
構
造
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
｡

小
周
辺
に
比
べ
て
弱
震
域
が
目
立
つ
所

①
八
坂
村
切
久
保
･
相
川
付
近
に
弱
震
域
が
認
め
ら

れ
る
｡
(
図
1
)
こ
の
地
域
は
長
野
県
西
部
地
震
の

時
も
そ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
が
､
中
山
断
輝
を
擬

と
し
て
､
震
源
地
よ
り
反
対
側
に
当
る
西
側
の
方
が

震
度
が
高
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
｡
(
図
2
)

②
大
町
串
大
新
聞
や
西
海
ノ
口
に
震
度
三
の
小
地
域

が
認
め
ら
れ
る
｡

③
北
西
-
南
東
方
向
に
弱
震
帯
が
認
め
ら
れ
る
｡

そ
の
一
つ
は
大
町
市
中
綱
へ
美
麻
村
新
行
･
向
･
新

田
･
宮
の
脇
に
か
け
て
分
布
す
る
も
の
で
､
強
震
域

の
中
に
あ
り
な
が
ら
､
被
害
も
ほ
と
ん
ど
を
か
っ
た
｡

そ
の
他
大
町
市
寺
海
戸
･
穂
波
･
池
田
町
二
十
日
に

か
け
て
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
｡
ま
た
小
規
模

な
が
ら
大
町
市
平
上
手
～
栄
町
に
か
け
て
西
北
西
-

東
南
東
方
向
に
も
弱
震
帯
が
見
ら
れ
る
｡

㈲
揺
れ
方
に
つ
い
て
(
図
3
)

I
 
-
揺
れ
の
方
向
が
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま
と
め
ら
れ
る
｡

①
南
北
方
向
の
目
立
つ
所

松
川
村
板
取
､
大
町
市
緑
町
へ
美
麻
村
大
塩
･
所

行
∴
一
重

②
東
西
方
向
の
目
立
つ
所

美
麻
村
青
臭
･
千
兄
へ
大
町
市
野
口
･
大
原
∵
二

日
町
･
上
｢
下
∵
池
田
町
全
域

･

｣

　

千

具

●
I
●

∫い｣

青
〇
　
十
1

-

.

-

一

●

.

-

~

い
ー･

ヽ

~

-

･

　

t

T

③
南
北
･
東
西
の
両
方
向
が
目
立
つ
所

松
川
村
緑
町
､
池
田
町
三
丁
目
･
四
十
日

④
上
下
動
が
目
立
つ
所
-
白
馬
村
神
城

&
断
層
線
を
境
に
揺
れ
方
が
ち
が
う
所

①
国
道
一
四
七
号
線
を
は
さ
ん
で
､
東
側
池
田
地
区

は
東
西
方
向
の
積
揺
れ
が
多
く
西
側
松
川
地
区
は

南
北
方
向
の
揺
れ
が
多
い
こ
と
か
ら
､
こ
の
付
近
を

糸
魚
川
-
静
岡
構
造
線
が
通
る
の
で
は
な
い
か
と
推

定
さ
れ
る
｡

②
美
麻
･
八
坂
地
区
で
は
∴
股
に
中
山
断
層
を
規

に
西
側
は
上
下
動
､
東
側
は
東
西
方
向
の
揺
れ
が
多

く
認
め
ら
れ
る
｡

③
断
層
上
の
地
点
で
は
南
北
方
向
が
多
い
吉
山
断

麿
･
西
縁
断
橿
)
ま
た
ゆ
れ
シ
ョ
ッ
ク
も
目
立
つ
｡

訓
そ
の
他
の
揺
れ
万
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写真1割れ目ができた煙突基部(池田･松川清掃組合)

①
上
下
動
が
目
立
つ
所

自
席
村
神
城
､
松
川
村
の
乳
用
扇
状
地

複
雑
に
揺
れ
た
所

②
自
席
村
堀
之
内
は
正
徳
4
年
二
七
一
四
)
の
地

震
の
時
被
害
の
多
か
っ
た
所
で
あ
る
が
､
こ
ん
ど
の

地
震
で
も
次
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
｡

○
地
割
れ
が
西
北
西
-
東
南
東
方
向
に
認
め
ら
れ
た
｡

○
北
部
で
は
左
回
転
へ
南
部
で
は
右
回
転
方
向
で
石

碑
な
ど
が
倒
れ
て
い
る
｡

○
周
辺
地
区
に
比
べ
壁
の
崩
落
'
家
具
の
落
下
な
ど

が
多
く
見
ら
れ
た
｡

㈲
地
鳴
り
(
衝
撃
音
)
に
つ
い
て

①
白
罵
村
神
城
で
は
東
か
ら
の
地
鳴
り
が
聞
か
れ
た
｡

②
大
町
市
で
は
北
か
ら
の
地
鳴
り
が
多
い
｡
特
に
西

部
山
麓
地
帯
に
目
立
つ
｡

四
､
そ
の
他
の
現
象
に
つ
い
て

大
町
市
､
北
安
曇
部
下
に
お
け
る
主
を
被
害
は
次

の
よ
う
で
あ
る
｡

相
中
谷
村
-
時
計
が
止
ま
り
'
本
が
た
お
れ
た
｡
ス

キ
ー
場
も
大
騒
ぎ
だ
っ
た
｡

㈲
白
馬
村
-
堕
に
割
れ
目
が
生
じ
､
置
き
物
が
倒
れ

博
物
館
だ
よ
り

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ
㈲

次
の
巻
号
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
あ
り
ま
す
｡
内

容
は
主
を
も
の
の
紹
介
で
す
が
､
ご
了
承
-
だ
さ
い
｡

た
｡
地
割
れ
､
石
塔
が
倒
れ
た
所
も
あ
っ
た
｡

㈲
美
麻
村
-
道
路
に
割
れ
目
が
生
じ
､
額
､
置
物
が

お
っ
た
｡
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
､
水
が
濁
っ
た
｡

㈲
八
坂
村
-
位
牌
･
石
碑
･
生
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が
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た
｡
鍋
の

水
が
こ
ぼ
れ
､
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い
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も
と
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が
っ
た
｡

㈲
大
町
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-
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ラ
ス
が
割
れ
､
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ッ
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の
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が
こ

ぼ
れ
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｡
(
写
真
2
)

㈲
池
田
町
-
煙
突
が
倒
れ
た
り
､
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部
に
割
れ
目
が

で
き
た
｡
(
写
真
-
)
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
が
割
れ
た
｡

㈲
松
川
村
-
本
な
ど
倒
れ
､
ヒ
ー
タ
ー
が
切
れ
た
｡

以
上
が
北
安
曇
に
お
け
る
震
度
状
況
の
概
要
で
あ

る
｡《
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